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１． 研究計画の概要 
 
本研究の目的は、医療政策研究の重要な一
部分である政策分析の発展を意図し、特に英
国での医療政策の形成過程における「患者の
選択」をめぐるダイナミズムを明らかにする
ことである。具体的には、ブレア政権成立
(1997 年)からおおむね 2009 年までの英国
の保健・医療政策(health policy)過程にお
ける「患者の選択」をめぐる以下のような問
題群を明らかにすることを目指す。１）その
社会の中で、政策課題がどのように焦点化さ
れ、また議論されているか。この際、関係す
るアクターがどのような役割を果たしてい
るのか。２）それらの議論の中で、どのよう
な政策が議論の対象として提出され、その政
策が議論の過程でどのように変化し、最終的
にどのような公共政策として結実したか。
３） それぞれのアクターは、この過程の中
で、どのような力(power)をどのように公使
したか。４） 「患者の選択」と関わって、
健康・尊厳・自由・公平・効率・アカウンタ
ビリティなどの政策上の重要な理念がどの
ような意味合いで用いられ、どのような議論
を導いていったか。５） 一連の議論の中で、
保健・医療の課題や政策の実行や評価に関わ
ってどのようなエビデンスが誰によって集
約され、どのように提出されたか。そして、
その提出された事項は政策をめぐる議論に
どのように関わったのか。 
上記目的を達成する方法として、ブレア政

権成立(1997 年)以後を中心に、①政策に関
する分析軸をめぐる議論についての理論的
検討、②研究対象期間における保健・医療政
策についてのデータの収集、③分析と総合、
④成果の発表、などを実施していく。なお、

歴史的経過が重要な場合は、それらについて
のデータ収集も行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 
ブレア政権成立(1997 年)以後を中心に、
政策に関する分析軸をめぐる議論について
の理論的検討、研究対象期間における保健・
医療政策についての政府資料・関係団体の資
料・業界誌・新聞などの資料収集を行ってき
た。多くの資料をインターネットで収集する
とともに、現地でしか入手可能でない会合へ
の参加、関係する専門家のインタビュー、業
界紙等の資料、施設の視察、などを実施して
きた。 これらについてコンピュータにイン
プットし、整理・分析を行ってきた。以上の
中で、以下のような事項が明らかに鳴ってき
ている。 
(1)「患者の選択」は、ブレア「選択」をめ
ぐるより大きな政治との関係がある。これに
は、住居や教育など他の領域が含まれている。
他方では医療の領域に対応した「選択」が議
論されている。 
(2)ブレア政権によって「患者の選択」や医
療機関の選択、健康に関わる習慣の選択の両
面と関わって用いられており、この点で医療
をめぐる政治とともに健康をめぐる政治と
も関わっている。 
(3)「患者の選択」は、公的部門(NHS)での選
択とともに、公私役割論とも関係し、それゆ
えサービスや質の向上という政策目標とは
別の文脈でも議論されてきた。 
(4)情報コミュニケーション技術(ICT)の発
展など、情報環境の変化の文脈でも「患者の
選択」は議論されてきている。 
(5)「選択」は公平、効率など多様な論点と
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関わるので、それ単独では議論になりにくい
が、政策全体の一つの軸として重要な位置を
占めるようになってきている。 
 以上の点について検討した論文やワーキ
ングペーパーを公刊すべく作業をすすめて
きた。その過程で制度的な変化についても整
理した。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
 
具体的には、①聞き取り調査の実施が、対

象者の数と多様性という点で想定より少な
く推移している、②ワーキングペーパーの発
行が遅れている、③連携協力者からの批判と
それをふまえた研究の質向上、という点であ
る。 
この理由は、①文献資料の探索・収集に予想
以上に時間を取られていること、②資料収集
の時期に政権交代が生じたために、そのこと
の調査実施上どのように評価するかの検討
が必要であったこと、③多様な資料の分析に
予想以上に時間を必要としていること等に
よる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
研究の基本的な枠組みについては変更の

必要がないと評価している。したがって、ワ
ーキングペーパーの作成、聞き取り調査の実
施、批判的検討の実施等を迅速に実施してい
く。それらとの関係において、年度内のシン
ポジウム開催を実施することは現時点で可
能と考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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